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研究成果の概要（和文）：本研究は、カナダの三つの州を事例とし、「21世紀型スキル」の学校教育における受
容について、その内容や教育課程上の位置づけ、構築過程を通して、カナダにおける「21世紀型スキル」の受容
とその特徴として、次の三点を明らかした。
　第一に、各州で示された「21世紀型スキル」には、個人の理解や幸福について考えるためのコンピテンシーが
いずれも含まれているという特徴が明らかになった。第二に、教育課程においては、学習の基盤を支えるものと
して位置づけられていることが明らかになった。第三に、「21世紀型スキル」の内容の構築過程については、市
民や関係機関との「対話」と「熟慮」を基盤に進められた。

研究成果の概要（英文）：This research investigates how “21st Century Skills” are defined and how 
it is constructed in three provinces in Canada. Firstly, it contains attitudes focusing on personal 
growth and well-being as well as other skills and attitudes such as communication and thinking 
skills.  Secondly, “21st Century Skills”, it is called “competencies” in British Columbia, “
core competencies” in Alberta, and “21st century competencies” in Ontario, is combination of 
knowledge, skills and attitudes which apply within and across all subjects.  Thirdly, on the process
 of identifying and defining “21st Century Skills”, each province had opportunities to have 
dialogue with not only with teachers and educational administrators, but also citizens with various 
cultural and societal background.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進展し、急速に変化する不

確実な時代において、その急激な変化に対応
しつつ、生涯にわたって学習を継続する自律
した学習者（Life-long Learners）となるに
は、どのような資質・能力を育成すべきかと
いう議論は、世界的な広がりを見せている。
中でも、アメリカ合衆国から始まった「21
世紀型スキル」運動は、現在では北米、オセ
アニア、ヨーロッパ諸国等においても注目を
集め、様々な形で再定義をする動きが広がっ
ている。 
カナダもその例外ではなく、例えば、オン

タリオ州教育省は 2010 年よりオンタリオに
おける「21 世紀型スキル」の定義に向けて段
階的に議論を開始している。また、ブリティ
ッシュ・コロンビア州やアルバータ州では既
に「21 世紀型スキル」を教育課程に導入して
いる。 
本研究の中心的課題である「21 世紀型スキ

ル」「コンピテンシー」「スキル」等の用語に
代表される、21 世紀社会で通用する汎用的な
資質・能力の育成について、各州で定義・導
入されている「21 世紀型スキル」とはどのよ
うなものか（内容）、どう受容されてきたか
（過程）、州の教育課程とのそれら資質・能
力との関係はどのようなものか（位置づけ）
等について具体的かつ詳細に検討した研究
は、管見の限り見当たらない。また、「カナ
ダ国民」の重要な一構成員でありながら、そ
の異なる歴史的・文化的・社会的背景から、
常に非先住民の教育とは分けて議論されて
きた、先住民の教育という視点から、この課
題について取り上げた研究も管見の限り見
当たらない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多文化主義を国是として掲げる

カナダを事例とし、国際的に広がりつつある
「21 世紀型スキル」の学校教育における受容
について、その過程と特色、課題について実
証的に明らかにすることをその目的として
いる。具体的には、①各州・準州で検討され
ている「21 世紀型スキル」の内容とその検
討・導入過程、②非先住民との学力格差の克
服が重要な課題として認識されている先住
民の教育における「21 世紀型スキル」の内容、
そして以上をふまえ、③多文化社会における
「21 世紀型スキル」の育成の汎用性と課題に
ついて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、調査研究の内容でもある先の
三つの「達成目標」を達成するために、①文
献資料による基礎調査、②現地調査、③文化
的・社会的に多様な社会における「汎用的能

力」育成の意義と可能性に関する検討を行う
とともに、グローバル時代におけるわが国の
教育への示唆について考察を行う。 
 なお、調査の対象としては、「21 世紀型ス
キル」を先進的に取り入れているアルバータ
州とブリティッシュ・コロンビア州、2010 年
より検討を進めているオンタリオ州を取り
上げた。 
 
４．研究成果 
 本研究の三つの目的について、それぞれの
研究成果は以下の通りである。 
 
（１）「21 世紀型スキル」の導入とその具体
的内容 
 アルバータ州とブリティッシュ・コロンビ
ア州、オンタリオ州における政策文書の分析
と現地調査の結果から、各州における「21 世
紀型スキル」の具体的な内容と導入過程、カ
リキュラム上の位置づけについては、それぞ
れ以下のような内容が明らかになった。 
 
①アルバータ州における「コンピテンシー」
の具体的内容 
 アルバータ州では、「21 世紀型スキル」は
「コンピテンシー」という名称で提示されて
いる。「コンピテンシー」は、「批判的思考力」
「コミュニケーション力」「問題解決力」「協
働する力」「情報収集・管理能力」「文化的・
グローバルなシティズンシップ」「創造性と
イノベーション」「個人の成長と幸福
（Well-being）」という 8 つの資質・能力で
構成されている。それぞれのコンピテンシー
について、その具体的説明と、それがどのよ
うな言動で表出するかがという指標や事例
が挙げられている。 
 これらのコンピテンシーは、児童生徒の学
習における知識、スキル、態度の結合体とし
て位置づけられており、どの教科においても
採用できるコンピテンシーの行動指標が示
されている。そして、それらの行動指標が、
それぞれの教科において、どのような行動と
して表れてくるかについて、具体例が提示さ
れている。 
 
②ブリティッシュ・コロンビア州における
「コア・コンピテンシー」の具体的内容とカ
リキュラム上の位置づけ 
 ブリティッシュ・コロンビア州では、 
「21 世紀型スキル」は「コア・コンピテンシ
ー」という名称で提示されている。「コア・
コンピテンシー」は、「コミュニケーション」、
「思考力」、「個人的・社会的コンピテンシー」
という三つのコンピテンシーによって構成
されており、それぞれ以下のような具体的な
能力・資質が示されている。 
 まず「コミュニケーション」は、「（考えを
共有し、発展させるための）他者との関わり
や繋がる力」「情報を収集し、解釈し、提示
する力（探究する力を含む）」「活動を計画し、



実行し、評価するために協働する力」「経験
や達成した内容について、振り返り、説明す
る力」で構成されている。 
 次に、「思考力」は、「創造的思考力
（Creative thinking）」と「批判的思考力」
で構成されており、前者は「新規性（novelty）
と価値を生み出す力」「発想力」「アイデアの
構築力」、後者は「分析し批判する力」「探究
する力」「計画する力」がそれぞれの具体的
内容として提示されている。 
 そして、「個人的・社会的コンピテンシー」
は、「ポジティブな個人的・文化的アイデン
ティティ」「自己に対する理解と責任」「社会
的責任」という三つの内容で構成されており、
「ポジティブな個人的・文化的アイデンティ
ティ」は、「他者との関係や文化的背景を理
解する力」「個人の価値を認識し、選択する
力」「自己の長所と能力を認識する力」、「自
己に対する理解と責任」は「自己決定力」「自
己を規制する力」「幸福と健康を維持する力
（Well-being）」そして、「社会的責任」は「コ
ミュニティに貢献し、環境を守る力」「平和
的な方法で問題を解決する力」「多様性を尊
重する力」「他者との関係を構築する力」が、
それぞれの具体的内容として提示されてい
る。 
 ブリティッシュ・コロンビア州では、深い
学びを支援する要素として「内容（知る）」「カ
リキュラムにおけるコンピテンシー（する）」
「ビッグ・アイデア（理解する）」の三要素
が挙げられており、「知る・する・理解する」
モデルに基づく学習を基盤としたカリキュ
ラムモデルを構築されている。このように、
児童生徒の深い学習を支える要素として位
置づけられている。 
 
③オンタリオ州における「21 世紀型コンピテ
ンシー」の具体的内容 
 オンタリオ州では、「21 世紀型スキル」は
「21 世紀コンピテンシー」や「グローバル・
コンピテンシー」という名称で示されている。
オンタリオ州における「21 世紀型コンピテン
シー」は、市民との対話に基づき、「認知的
スキル」「対人関係スキル」「個人内の
（intrapersonal）スキル」の三つの領域に分
けられた内容が提示されている。その一方で、
2014 年 8 月現在、全 72 の教育委員会のうち、
英語系では半数以上、フランス語系では 3 分
の 2 以上の教育委員会において、独自の 21
世紀型コンピテンシーをスキル」が示されて
いる。オンタリオ州においては、これまでの
国内外における「21 世紀型スキル」について
の議論をふまえつつ、また、市民との対話を
進め、各教育委員会での取組もふまえつつ、
州としての「21 世紀コンピテンシー」の具体
的内容の検討が進められている。 
 
 以上のような結果から、各州で示された「21
世紀型スキル」の内容は、これまで国内外に
おいて示されてきた能力観に加え、個人の理

解や幸福について考えるためのコンピテン
シーがいずれも含まれているという特徴が
明らかになった。また、教育課程において、
学習の基盤として位置づけられていること
が明らかになった。 
 
（２）「21 世紀型スキル」の検討と導入 
 「21 世紀型スキル」の検討過程について、
各種報告書や現地調査の結果、以下のような
内容が明らかになった。 
 いずれの州においても、「21 世紀型スキル」
の検討が開始された時期は異なるものの、議
論の過程において、教育関係者や専門家だけ
ではなく、多様な文化的・社会的背景を持つ
市民からの意見も採用しながら、構築されて
いる。例えば、アルバータ州の場合、2009
年より、個人やコミュニティにおいて、また、
オンラインという手法も用いながら、多様な
民族的・文化的・社会的背景を持つ市民との
対話の機会が設けられた。その結果、2030
年 の 「 教 育 を 受 け た ア ル バ ー タ 市 民
（successfully educated Albertan）像」が構
築され、「教育に焦点を当てた」「学習者中心」
の「コンピテンシーの育成」と「知識の創造
と共有を支援する技術の活用」を目指した教
育政策の方向性が示された。また、オンタリ
オ州の場合、2010 年より教育省内において
「21 世紀の教授・学習（21st Century Teaching 
and Learning）」というプロジェクトのもと、
アルバータ州と同様に専門家や教育関係者
だけでなく、多様な背景を持つ市民の意見を
吸い上げながら議論が進められている。 
 このような事実から、議論の過程において
は様々な市民との「対話」が重視され、同時
に「熟慮」をしながら議論が進められてきた
ことがその特徴として明らかになった。また
それは、市民と教育省という関係性だけでは
なく、教育制度に関わる機関や関係者におい
ても「対話」が重視され、議論の対象の意味
を「熟慮」する文化が醸成されていると言え
る。 
 
（３）先住民教育における教育課題と「21
世紀型スキル」 
 先住民に対する教育における「21 世紀型ス
キル」の位置づけについては、本研究におい
て十分に明らかにすることができなかった。
いずれの州においても、先住民教育の主眼は、
児童生徒の学力の向上や学力間格差の縮小
という点に置かれており、先住民のコンピテ
ンシーの育成という観点からというよりも、
これまで指摘されてきた先住民の児童生徒
における学力をめぐる課題を克服するため
のものとして位置づけられているといえる。 
 ただ、これらの学力の問題の背景には、先
住民の児童生徒をめぐる社会的・文化的・歴
史的問題が複雑に絡まっており、単なる学力
の問題として捉えることはできない状況に
ある。それに対しては、例えばオンタリオ州
の場合、2018 年度より順次導入されている



カリキュラムには、寄宿舎学校制度や条約、
インディアン法を含む、先住民の歴史や文化
に関する児童生徒の知識の習得や理解の促
進という目的のもと、既存の教科・科目の教
育課程の中に先住民の歴史や文化に関する
内容が反映されている。これは、カナダ真実
和解委員会が2015年に示した実施要綱（Call 
to Action）への対応として改革が行われたも
のであり、先住民の教員、長老、議員、先住
民団体の代表との協働のもとで改訂が行わ
れている。また、前述した各州における「21
世紀型スキル」に関する市民との対話の過程
において、聞き取りや対話を行ってきた「市
民」の中には、先住民も含まれている。 
 以上のことから、先住民教育における「21
世紀型スキル」のあり方は検討できなかった
者の、近年構築されてきた「21 世紀型スキル」
や「市民像」の中には、先住民の立場からの
意見も反映されていると言える。 
 
（４）カナダにおける「21 世紀型スキル」の
受容とその特徴 
 以上の内容から、カナダにおける「21 世紀
型スキル」の受容とその特徴として、次の三
点が明らかになったと指摘することができ
る。 
 第一に、各州で示された「21 世紀型スキル」
には、個人の理解や幸福について考えるため
のコンピテンシーがいずれも含まれている
という特徴が明らかになった。 
 第二に、その教育課程においける位置づけ
については、学習の基盤を支えるものとして
位置づけられていることが明らかになった。 
 第三に、「21 世紀型スキル」の構築におい
ては、いずれの州においても、それまで国内
外でなされてきた議論や定義をふまえつつ、
それぞれの州の社会的・文化的背景を反映し
た内容を提示するため、様々な背景を持つ市
民を巻き込みながら、その具体的内容が構築
されてきた。このように、構築の過程におい
ては「対話」と「熟慮」の文化を基盤となっ
ていることが明らかになった。 
 今回、多文化社会における「21 世紀型スキ
ル」の育成の汎用性という観点から議論を行
うためには十分な結果は得られなかったが、
「21 世紀型スキル」そのものを議論する段階
から、多様な立場や背景を持つ市民の意見を
反映する手立てが整えられているという事
実や「対話」と「熟慮」を重視する文化に基
づいて議論されているという事実は、その汎
用性について議論する意味自体も検討に値
するということを示していると考えられる。
この点は今後の検討課題としたい。 
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